
千葉県印旗都印旗村戸ノ内貝塚第3次発掘調査概朝

千葉県印播郡印旗村戸ノ内貝塚第3次発掘調査概報

61

高橋龍三郎・菊地有希子・井出浩正・森下寿典

中門亮太・大綱信良・新海達也・根兵皇平

はじめに

印藤沼の東岸、戸ノ内貝塚から八千代市に連接する台地上には神野貝塚(縄文後期)が立地する。

中央に窪地をもつ、直径100mを超える大型貝塚である。 縄文後・晩期の拠点的遺跡の一つであった

ろう。一方、印播沼を挟んで、戸ノ内貝塚の対岸の北方数kmには、2005年に国の史跡に指定され

た井野長剣遺跡が位置する。規模の大きな土盛り遺構や大型住居など、縄文時代後期における本地

域の特徴をよく備えた遺跡である。 さらに対岸には江原台貝塚や書見台遺跡など、本地域には関東

地方を代表する遺跡群が並び、緊密な地域社会のあり様を垣間見せてくれる。 指呼の間にある集落

群を繋いで、様々な婚姻関係が結ばれたに違いないし、親族集団や宗教などの結社的集団が行き来

した姿が妨俳とする0 縄文後・晩期社会とは、地縁的な関係に加えて、血縁に基づく親族制度が社

会的に重要性を増す時期であり、その点において戸ノ内貝塚の集落も重要な結節をなしていたはず

であるo集落間で相互に共有される土器型式や宗教的施設・遺物は、結局はそのような地域社会の

交流の産物であり、親族関係、地縁関係等に還元して考察されることになる。 私達は、そのような

目論見を持ち、この遺跡を発掘調査して3年目を迎えた。 ここに報告するのは、正課授業である考

古学実習の成果であると同時に、学術的な課題に向けた研究成果である。 (高橋龍三郎)

1. 調査組織

本次の調査概要および調査組織は以下の通りである。

調査名称:戸ノ内貝塚第3次発掘調査

調査主体:早稲田大学文学学術院考古学研究室

調査期間:2006年9月2日-24日(10日・17日・18日を除く)

調査の種類:学術調査

調査面積:125m(申請時)

調査担当:高橋龍三郎(教授主菊地有希子(非常勤講師:考古学実習トⅡ担当)

調査指導:菊池徹夫(教授)・岡内三貴(教授)・近藤二郎(教授)・寺崎秀一郎(助教授)・山形真

理子(客員助教授)
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第1図戸ノ内貝塚周辺地形図および第3次調査区

調査主任:井出浩正

調査庶務:森下寿典

調査参加者:熊林佑允・米滞雅美・川辺知子・菅原広史・川畑隼人・中門亮太・長屋憲慶(以上大

学院生)、鈴木達也、阿部恵・大綱信良・坂本翼・新海達也・根兵皇平・八木千紘(以

上学部4年生以上)、青木弘・安藤航・石原由起・伊藤期太・伊藤昇・千田麗妙子・高

島智子・土屋隆史・中屋啓太・根鈴健之・長谷川陽・三浦恵・村上朋絵・吉場大輔・
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宮守

第2図第2次・第3次発掘調査遺構平面図

阿部和俊(以上3年生)、青木香織・石井彩子・石橋薫・江見恵留・太田千香子・河原

田真紀・北村玲・窪田未来子・小松寛子・鈴木健太・高山麻衣子・竹島照雄・舘美

保・谷典子・釣谷莱々未・長瀬吏・中山舞・秦典子・林智久・平原信崇・真塩悠位・

益満大輔・町田単文・松原佳佑・寓篠貴昭・三浦由紀子・深山絵実梨・柳原拓・山尾

和宏・行沙織・吉野雄(以上2年生)、鈴木朋美(同志社大学交換留学生)、チェンメ

ンホン(カンボジア国費留学生)
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調査協力:能勢幸枝(印播村教育委員会生涯学習課文化財係)、印藤村教育委員会、千葉県教育庁教

育振興部文化財課、千葉県教育委員会

なお、以上の他に、整理作業において盛戸一彦・八林朋宏(学部2年生)の協力を得た。また港

状遺構の出土遺物の整理においては長谷川陽からの協力を得た。(井手浩正・森下寿典)

2. 調査の経過と方法

戸ノ内貝塚第3次調査は、前年度の発掘調査によって検出された遺構群の発掘調査と発掘区内の

新たな遺構の検出を目的とした調査である。第2次調査では、縄文時代に比定される74基の土坑お

よび、古墳時代に比定される発掘区を東西に弧状にめぐる溝状遺構、縄文時代早期後葉段階と推測

される炉穴群などが検出され、土坑と炉穴群の一部、溝状遺構の一部について調査を行った。なお、

それらの調査概要については本学文学研究科紀要第52韓を参照して頂きたい。

2006年度は、上記のように前年度において検出された土坑と溝状遺構遺構内容の特定を中心に調

査を進めた。調査成果は、土坑が新たに約100基確認されそのうち8基の発掘調査を行ったこと、溝

状遺構の掘り方まで発掘を完了させ、溝状遺構が古墳時代中期-後期の周溝である可能性が高いこ

と、そして周清検出時に縄文時代晩期に推定される住居跡1軒を新たに検出したことが挙げられる

だろう(第2図)0

発掘は学術調査と同時に正課授業である考古学実習I・Ⅱの一環であり、そのため発掘技術のト

レーニングを主眼におくため、遣り方測量とオートレベルを用いた遺物のドット上げを中心に行い、

光波測距儀と電子平板がこれを補佐した。遺物の取り上げは極力全点ドットに努め、遺物の出土状

況や遺構との関連、遺構間での接合関係などの把撞に配慮した。また、土坑や溝状遺構等からは必

要に応じて土壌サンプルを採取し、フローテーションを中心とする微細遺物の検出作業を試みてい

る。さらに、溝状遺構の断面から採取した土壌分析および、土坑出土の炭化物の年代測定を株式会

社パレオラボに分析を依頼し、顕微鏡レベルでの植物質遺存体の検出と炭素年代測定法を用いた較

正年代を測定した。

なお、発掘によって出土遺物ならびに図面類は本学文学部考古学研究室にて保管し、考古学実習

等の授業を含め、現在整理作業を進めている。(井出浩正)

3. 検出された遺構と遺物

①土坑

土坑の調査は、前年度調査で確認された遺構の発掘調査と新たな土坑の検出を併行した。その結

果、新たに約100基の土坑が確認され(累計174基)、そのうち8基について発掘を進めた。ここで

はそれらのうち、これまでに整理作業が進んでいる土坑を中心に報告する。その際、掲載する土坑

の縮尺は30分の1に統一した。なお、整理作業の便宜上、現段階は土坑の呼称をp+番号という略
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く土 層 説 明 凡 例 〉
l しま り . 粘 性 は 、 喝 lや や 覇 - + -や や 強 ー強 、 の 五 段 唐 で 示 した 。

.含 有 物 は 『新 版 横 準 土 色 帖 』 に 従 い 、 粒 状 構 造 は 、 権 小 l小 - + - :大 l権 大 、

塊 状 構 造 は 、 撞 小 l小 l中 -大 、 に そ れ ぞ れ 分 類 した 。 ま た 、 含 有 割 合 .: つ

いて も 同 権 に 『新 版 棟 準 土 色 帖 』 を 使 用 した が 、 便 宜 鰍 こ1 - 2 %を 権 微 量 、
3 - 5 )1を 微 量 、 7 - 1 0 %を 少 量 、 1 5 - 2 0 - 2 5 %を 中 量 、 3 0 - 4 0 -5 0 5Sを 多 量 と 分 類

して 適 用 して い る 。

P2
1.10YR2/3黒褐色(しまり専一やや帯・粘性弱、ロ-ム社中を権微量を含有)
2,10YR3/4時相色(しまり中一やや強・粘性やや弱、E)-ム粒中を少量・炭化
捕EiiEEft3f-lIソ㌫悶E3EH3mrmft.
3,10YR4,/4褐色(しまりやや鞠一中・粘性覇-やや弱、ロ-ムブロック小を微
量・炭化物社中を権微量・煉土粒中を権微量含有)
4,10YR4./3にぷい貴穐色(しまりやや討一中・粘性やや臥El-ム鞄中を微量
mm
5.10YR4,/4褐色(しまりやや蘭・粘性雨-やや弱、lj-ムブロック小を中量・
ロームブロック大を少量・炭化物粒小を権微量含有)

aりL鼎別wJつfzwaum冒HS
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PIOl
1.10YR4/4褐色(しまり中一やや強.粘性やや弱一申、ローム粒小を中量・ロ
ームブロック中を少量・炭化物粒棲小を権社量含有)
2,10YR5/8乗場色(しまり・粘性やや弱、ローム粒小を権撤量・ロームプロツ
ana‖J退naaaiDflヨKMEItサ
3,10YR4/6相色(しまり中・粘性やや弱、E7-ム社小を種社量・ロームブロッ
ク中を抜量.炭化物社小を権微量含有)
4,10YR5/8黄褐色(しまり中一やや弔・粘性やや喝、ロームブE)ツク小を権微
量・炭化物故極小を権微量含有)

第3図検出された土坑(P2・PIOl)

式名称で称する。

P2は発掘区南端近くで検出されたo平面形態はややくずれた円形を呈し、精査の結果P3を切り込

み、P116に南東部分を切り込まれていることが判明した(第3図)。断面形は確認面から底面までが

ごく浅いため不明瞭である。最大径は90cm、底面までの深さは27cmを測る。遺構確認時の土色は
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二二

P56
1.10YR2/3黒褐色土(しまり・粘性やや乱ローム粒小を少量含有)
2.7.5YR2/3権暗褐色土(しまり・粘性やや醇、ローム粒小を中量・炭
化物を含有)
3,7.5YR3/2黒褐色土(しまりやや弱.粘性中、ローム粒小から中を少
量含有)
4.10YR3/4暗褐色土(しまりやや強・粘性中、ロ-ム粒小から中を中量
・炭化物(膚租土? )を含有)
5,10YR3/4緒褐色土(しまりやや弱・粘性中、ローム粒小から中を微量
・ロ-ムブロック大を中量.

炭化物を微量含有)
6,7.5YR2/3棲碕褐色土(しまりやや弱.粘性中、ローム職権小を少量
・ロームブロック中を含有)
7,10YR3/4暗褐色土(しまり中・粘性中,ローム粒小から中を棲微量含
有)
8.7.5YR2/3権暗褐色土(しまりやや弱・粘性申、ローム放小を権微量
含有)
9,10YR3/2黒褐色土(しまりやや弱.

粘性中-やや強、ローム抱擁小を
権微量1
10,7.5YR3/2黒褐色土(しま
11.7.5YR2/2黒褐色土(しま
m蝣
12,7.5YR4/4褐色土(しまり
有)
13.7.5YR3/2黒褐色土(しま

・炭化物を少量含有)
り中・粘性中、ローム粒極小を権微量含有)
りやや弱・粘性中一やや強、口-ム粒小を
L炭化物を少量含有)
やや強・粘性中一やや強.炭化物を微量含

り中-やや強・粘性やや強.ロ-ム粒小か
ら中を社量含有)

PI07掘削途中)
1.7.5YR3/2黒褐色土(しまりやや弱.粘性弱、ローム粒小から中を少量
含有)
2.7.5YR3/I黒褐色土(しまりやや弱・粘性弱、ローム粒大から極大を少
量・炭化物を微量を含有、根痕か)
3,7.5YR3/4暗褐色土(しまり中・粘性やや弱、ローム粒大から棒大を中
量・炭化物を含有、根痕か)
4,10YR2/3黒褐色土(しまりやや開.粘性弱、ローム粒小から中を中量・
炭化物を少量含有)
5,7.5YR2/3権暗褐色土(しまりやや革・粘性弱、口-ム粒小から中を少
量・炭化物を含有)
6.7.5YR3!2黒褐色土(しまり中.粘性やや弱、ローム粗大を中量・炭化
物粒を少量含有)
7.10YR2/3黒褐色土(ローム粗大から極大を中量.炭化物を微量含有)
8,10YR2/3黒褐色土(しまりやや弔一中.粘性中、ローム粒大から種大
を少量・炭化物を微量含有)
9,7.5YR3/2黒褐色土(しまり中一やや強・粘性中一やや強、ローム粒大
から種大を少量・炭化物を少量含有)
10,10YR2/3黒褐色土(しまりやや弱・粘性中一やや乱口-ム粒大から
極大を少量. 炭化物粒を少から中量・焼土を微量
含有)

PIO8
1.7.5YR4./4褐色(しまり中一やや強・粘性やや乱口-ム粒小から大を
微量含有)
2.7.5YR4,/4褐色(しまりやや強・粘性やや強、ロームブロック中から大
を中量含有)
3,7.5YR4/3褐色(しまり中・粘性やや強、炭化物を含有)

第4図検出された土坑(P56・PI07・P108)

10YR2/3で、後述するPIOlに比べると暗褐色の度合いが掛-. 出土遺物は中期後業の加曽利E3式の

破片が中央上面付近にまとまって出土した(第6図)。 図示した土器以外にも同一個体と考えられる

破片が多数出土しており、当該資料がP2に遺棄された可能性が高い。 したがって、当該遺構は中期

後葉段階に属すると考えられる。

PlOlは発掘区南東隅において検出された。 平面形態は略円形で断面は底面からほぼ垂直に立ち上
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P78
1.7.5YR3β暗褐色(しまりやや強・粘性やや弱、Eトム粒小を微量.∩-ム
ブロック小を権微量・炭化物粒極小を微量含有)
2,7.5YR3/2綱色(しまりやや弱・粘性中、ローム粒小を微量.炭化物抱擁
小を徹量含有)
3,7.5YR3/1農相色(しまり弱・粘性中、ローム社棲小から小を少量・口-ム
ブロック小を権微量. 炭化物粒権小を権微量含有)
4,7.5YR5/6明褐色(しまり・粘性やや弱、口-ム粒小を少量・炭化物粒凍小
を権微量含有)
5.7.5YR4β褐色(しまり強・粘性中.Jj-ム粒中を徽量・ロームブロック小
から中を少量含有)
6,7.5YR3β暗褐色(しまりやや弱.粘性やや態、Eトム粒権小を権社量含有)
7,7.5YR3/2黒褐色(しまりやや弱・粘性申、ローム粒棲小を棲敵量蝣p-ム
ブロック中を権敵量・炭化物粒権小を権微量含有)
8,7.5YR2/2農相色(しまりやや鞠・粘性やや強、ロ-ム粒棲小を棲微量含有)
9,7.5YR3/2農相色(しまり中・粘性やや強、ローム粒権小から小を少量.ロ
-ムブロック中を微量・炭化物粒極小を微量含有)
10,7.5YR3/1黒褐色(しまり中・粘性やや弘、ローム鞄小を権放し炭化物粒
棲小から小を微量含有)
ll.7.5YR4/4褐色(しまり中一やや強・粘性中、炭化物粒権小を権微量含有)
12,7.5YR3/3時相色(しまり中-やや鞍・粘性やや乱口-ム粒小を少量・炭
化物粒極小から小を微量含有)

67

第5図検出された土坑(P78)

がる(第3図)o最大径は80cm、底面までの深さは78cmである。確認面での土色は後述するP56や

P78、P107と比較して褐色味が強く10YR4/4である。出土遺物は小破片が多く、第3層にやや集中し

ている。中期後葉段階の加曽利E2式-同式期の破片が主に検出された(第6図)。出土遺物から

PIOlは中期後菓段階の所産である可能性が高いと考えられる。

P56は発掘区中央部分からやや南に位置し、C-2yと同Wグリッドの境界付近で検出された。同

じく今回報告するP108とは東壁が接しており、またp55に一部が切り込まれ、p54に近接する(第

4図)o平面形態は東壁が崩落しているが、ややくずれた楕円形を呈すると推定される。断面は底面
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第6図　土坑出土の縄文土器(1) (P2-1の縮尺は1/4、他は1! 3)
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第7図　土坑出土の縄文土器(2) (縮尺1/3)

から上方へ緩やかに直線的に開くo最大径は66cm、底面までの深さは152cmである。 確認面での土

色は暗褐色10YR2,/3であり、後述するP107やP78に近く、また第2次調査時に後期土坑として検出

されたp4に類似する。 出土遺物は中期復業の加曽利E式期、後期後葉の安行式期の破片が出土する

が、後期安行式期を中心とする後期後菓段階の土器破片がやや目立って出土した。 遺物の多くは第1

層、第2層、第3層のいずれも北壁よりにやや偏在するが、目立った傾向は認められなかった。
出土

遣物からp56は後期復業段階に比定されると考えられる(第6図)。

P107はP56の東方に近接する。 平面形態はくずれた楕円形を呈し断面形は調査途中のため詳述し

ないが、おそらくp56に近似すると考えられる(第4図)。 最大径は65cm、調査時の最下面で145cm

を測る。確認面での土色は7.5YR3/2であり、比較的p56などに近い。 出土遣物は中期後葉の加酎U

E式や併行段階の土器破片や後期後葉の安行式期の土器片であり、後期に属する土器片が多い(第7

図)o遺物は第1層、第2層と第9層、第10層から多く検出されている。 底面まで調査が進んでいな

いため不明瞭な点もあるが、当該遺構はp56と同時期の所産である可能性が高い。

p78は発掘区南西に位置する(第5図)o平面形態はくずれた楕円形で、断面は一部屈曲するが底

面から上方へなだらかに開く。 最大径は102cm、底面までの深さは236cmを測る。 今次調査におい

て検出された最も深い土坑であるoなお同様の土坑は第2次調査において3基検出されており、うち

2基は2006年度発掘区から外れるものの、P78西方に近在する。 確認面での土色は暗褐色7.5YR3/3

であり、既述のP56、P107に類似し、2005年度概報のP4、P38等に類似する。 出土遺物は第1層か

ら第10層まで偏在し10層下方以下の層においては少ない。
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第1表　土坑出土の縄文土器(1)

図 版
時 期

土 器 型 式
単 粒

部位

残 存度
文 様 の 施 文 エ穏 ほか

券 面 調 整

:(外 面 )

:(内面 )

色 調

:(外 面 )

:(内 面 )

胎 土 傭 考

P2- 1

口繍 m ~ m

(E] 綾 部 )単 節 縄 文 RL→ 断 面 三 角 形 の 経

線 による渦 巻 文 →幅 約 4.5m m の 棒 状 工 具

を 用 いた単 沈 線 で楕 円 形 の 区 画 文 。.沈 線

:横 方 向 の 丁 寧

な ナチ

¢1mm以 下 の砂 を 多

量 、c* 1m 以 t の 白色

粒 、透 明粒 を 少量 。鞍

磨

中 拍 後兼

加 曽 利E 3式

深 鉢 :

平 繰
部 中 半

1′4

の 一部 は渦 巻 文 をめ ぐる

(胴 部 )草 野 縄 文 RL →幅 約 4mmの 棒 状 工 具

を用 いた2本 - 単 位 の 沈 軌 こよる懸 垂 文

→ 憲重 文 間 は ナチ に よる磨 消

:10YR 3 / 1

こ10YR 3 / 3

2
中 期 後 集

加 曽 利 E3式
深 鉢

胴 部
単 師構 文 R L→ 幅 約 4m mの棒 状 工 具 を用 い

た単 沈 鐘 で蛇 行 沈 線 や 懸垂 文 → 懸 垂 文

間 はナ チ による磨 消
こ横 方 向の ナチ

こ10Y R3′1

:2.5 Y R 3 / 2

tf 1 m 以 下 の砂 を 多

量 、¢lmm 以 下 の 白色

粒 、透 明 租 を少 量 。撤

密

1I 3と同I 僧 体 か

3
中 期 後 集

加 営 利 E3式
深 鉢

口軽 部 下 瑞

～ 胴 部 上 半

(ロ綾 部 )革 帯 縄 文 RL→ 暗 約 7mmの 棒 状 工

具 を用 いた単 沈 線 を横 位 に 巡 らす

(胴 部 )単 節 縄 文 RL → 幅約 4mmの 棒 状 工 具

を用 いた 単 沈線 で 蛇行 沈 線 や 懸 垂 文 → 燈

重 文 間 はナ チ による磨 消

=横 方 向の ナ チ

:10Y R3′1

:2.5 Y R 3/ 1

¢ 1m 以 下 の 砂 を多

量 、¢1mm以 下 の 白 色

粒 、透 明 粒 を少 量 e 輸

m

1. 2と同 一個 体 か

P56-1

中 期 後 美

加 曽 利 E3~ 深 鉢 胴 部 下 卑

草 野 縄 文 LR→ 幅 約 3mmの 棒 状工 具 を用 い

た2本 ー 単 位 の 沈線 による息 重 文 → 懸 垂

文 間 は ナチ による磨 消

:不 定方 向の ナ

丁

こ10Y R4′3

¢2mm以 下 の 由 を多

量 、¢ 1mm以 下 の 白 色

E4式
こ10Y R2′1 社 、透 明 粒 を微 量 0 枚

S

2

中期 後 集
鉢 か . ロ綾 部 ～ 胴

(口 権 部)ナ T による凹 線
=横 方 向 のケ ズ こ10Y R 3/ 1

¢ 2n 以下 の 砂 、白 色

粒 を多量 、¢ 1mm以 下

加 曽 利 E3 ～

巨4 式
平 簸 部 上 早 (胴 部 )7本 単 位 の 櫛 歯 状 工具 を 用 いた 集

線 文 を縦 位 や 曲線 状 に 施 文

リ.ナ デ 。口唇

内 面 に 陵

こ7.5Y R 3′1 の 透 明鞄 を少 量 。轍

m

3 中期 後 薫 漂 鉢 か ロ繰 都 単 師 縄 文 LRを横 位 に施 文
:横 方 向 の ナ

チ 。内 面 肥厚 し

陵 を有 す る

:7.5Y3′1

:10Y R 7 / 3

<j> 2 m 以下 の 砂 、白色

粒 を多 量 、¢ 1mm 以下

の 透 明粒 を 少 量 e鞍

ffi

4 後 期 後 集 深林 胴 部
幅 約 7.5mmの 竹 管 状工 具 を 用 いた 平行 沈

鰍 こよる集 線 文
こ横 方 向 の T 軍

な ナチ

こ5YR 4′4

:7.5 Y R 3 / 2

¢1 mm以 下 の砂 、透 明

粒 を多 量 。鞍 密

5 後 期後 集 深 鉢
P S SIiT SK

～胴 部 上 半
横 位 の 紐 綿 文 → 不 定 方 向 の集 線 文 …ミガ キ

こ10Y R2′1

ニ7.5Y R 2′1

¢1 mm以 下 の 砂 を多

J t、¢1 mm以 下 の 白 色

粒 、赤 色 粒 、透 明粒 を

少 量 。轍 密

P 78-1
中 期後 集

加 曽 利 E 4 式

3S B

小 波 状
口 縁部

折 両 月 平 な 隆線 で 口縁 を 区画 、口簸 上 方

で 波 頂 都 を作 出→ 単 節 縄 文 LR → 腫 級 両
=暗 約 2.5 ml の

棒 状 工具 を用

いた 横 方 向 のミ

ガキ

こ10Y R2/ 2

¢ 1mm以 下 の 砂 、白 色

粒 を 多量 、0 2 mm以 下

脇 に刺 粟 による連 錬 す る刻 み 。沈 線 で楕

円形 の 文 様 を描 き沈 線 間 を磨 消

こ7.5Y R 3′2 の 赤 色 粒 を少 量 。轍

m

2
後 期 後 兼

加 管 制 B 式
深 林 口 練 部 下半

集線 文 → 粘 土 紐 貼 付 +連 続 押 圧→ 暗 約 3

の棒 状 工 具 を用 い た沈 線 文 、文 様 内 は

磨 消

=横 方 向 および

叙 位 の 丁 寧な

ナ チ

:2 .5Y 2 / 1

M O Y R 3 / 1

¢ 1mm 以下 の砂 、白色

粒 を 多 量 0抱 密

3
後 期 改 案 深 鉢 : 口繰 部 ～ 胴

(口能 都 )複 数 本 を単 位 とす る集 線 文 を横

位 および 斜 位 に施 文 → 口繰 上 端 や 下 端 に

粘 土紐 貼 付 +連 続 押 圧 → 幅 約 3mmの 棒 状
=横 方 向 の 丁 寧

なナ チ 棟 数 粂
こ10Y R 4′2

¢1 mm以 下 の砂 を 多

J t、¢1 mm以 下 の 白色

加 曽 利 B 式 平 練 ffl ア * 工 具を 用 いた 沈 線 文 →沈 線 間 は 磨 消

(胴 部 )抜 数 本 を単 位 とする 条線 文を社 位

に施 文

ニ10Y R4′4 粒 、黒 色 粒 、金 色 粒 を

少 量 0 轍 密
の 明 瞭 なナ 丁

痩

4
後 期 後 菓

加 曽利 日式

深 鉢 =
P tt ffl

暗 約 4mnの 平行 沈線 による集 線 文 → 口 絵

上 場 に粘 土 紐 貼 付 1一連 横 押 圧 → 幅 約 3mm

の 棒 状 工 具を 用 いた 沈 線 文 → 沈線 間 は磨

消

:横 方 向と斜 位

の ナ チ が 明 瞭

:7.5Y R 3′2

¢1 mm以 下 の 砂 を多

量 、¢1 mm以 下 の 白 色

平 漫 ニ7ー5Y R4/ 4 粒 、黒 色 粒 を少 JLe 級

m

5
晩 期 前 葉

安 行 3 式

深 林 .
日経 部

口縁 上 方 に阜 姉 縄 文 R L、断 面 肩 平 の 隆

を貼 付 +連 続 す る刻 み→ 幅 約 4m の棒 状 工

具 を用 い た沈 線 を 口軽 上 方 お よび 隆糠 雨

.口唇 は= ガ ▼7.5Y R 4/ 4

¢1m 以下 の 砂 を 多

量 、¢ 1 mm 以 下 の 白色

粒 、黒 色 粒 を少 量 。轍
錬 成 前 穿 孔 あ り

波状 キ 。口絵 内 面 7.5Y R 3/ 4

脇 に 巡 らす はナ デ 密
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図 版
時 期

土 審 型 式
S サ

部 位

残 荏 度
文 様 の 施 文 工 程 ほ か

券 面 駒 整

こ(外 面 )

I(内面 )

色 調

こ(外 面 )

:(内 面 )

胎 土 備 考

6
晩 期 前 葉 深 鉢 =

P Si S S

口繰 上 方 .= 草野 縄 文 R L→ 貼 り癖 状 の 突

追 +棒 状 工 具 を用 いた 3本 の 沈線 → 幅 約 3

m の 棒 状 工 具 を用 いた沈 線 で 区 画 文 。鳥 =T 宰 なナ デ こ7.5 Y R 4′3

¢ 1mm 以下 の 砂 、¢3

m 以 下 の 白色 粒 を 多
安 行 3式 波状 平 な隆 線 を貼 付 +連 続 した 刻 み 日 → 単 軒 日 録 内 面 に権 こ7.5Y R 3′2 量 、* U 以 下 の 黒 色

縄 文 RL → 幅 約3mmの 棒 状 工 具 を用 い た沈

線 で曲 線 状 の 文様
やか な 稜 鞄 を少 量 0紘 密

P 10ーlー
早 期 後 集

* * * *
深 鉢 胴 部 撫 文

=斜 位 -縦 仕 の

太 い 免 疫

ニ斜 位 の 太 い 粂
膿

こ7.5Y R 5 / 4

ニ10Y R 4 ′3

緒 社 を 多量 、¢2mm以

下 の 砂 、白 色 社 、¢1

m 以 下 の 透 明 粒 を少
量 。や や 概 容

2
早 期 後 薫

染 dE文 系
深 鉢 胴 部 無 文

=斜 位 .縦 仕 の

粗 い条 痕

=横 位 の 太 い条
症

ニー0Y R4 / 2

こ7ー5Y R 4′4

権 錐 を多 量 、¢1m m以

下 の 砂 、白色 粒 、¢ 1

mm 以 下 の透 明粒 を 少
量 。や や 轍 密

3

中 期 後 菓

加 甘 利 E式 深 鉢
胴 部 下 半 胴部 下 半 は撚 糸 L→ 幅 約 4 m の 棒 状 工 具

:5Y R 4 ,′6

¢5mm以 下 の 砂 、¢3

Enm 以下 の 白色 軸 を 多

前 半 ～ 底 部 による単 沈 線 を蛇 行 して垂 下 + 蝣? こ7.5 Y R 1 .7 / 1 量 、¢2m 以 下 の 黒 色

粒 、¢1mm以 下 の 透 明

社 を少 量 。や や 轍 密

4

中 期 教 案

加 曽 利 E式 深 鉢 胴 部

患 糸 L.→幅
こ5Y R 4 / 8

¢5m 以 下 の 砂 、白 色

粒 を多 量 、¢2mm以 下

の 黒 色 粒 4 1mm 以 下
約 4 mmの 棒 状 工 具 を用 いた 2本

ー 単 位 の 沈 B による恵 重 文 (愚 重 文 間 は前 半 地 文 の つ ぶれ のみ ) ニナ 丁 こ5Y R 1▼7/1
の 透 明 粒 を少 量 。や

や 撫 宙

5
中期 後 菓

深 鉢 胴 部

革 帯 縄 文 RL→ 幅 約 3mmの 棒 状 工 具 を用 い

た 2本 - 単 位 の 沈 線 による鹿 重 文 → 鹿 重

文 間 はナ チ による磨 消
:T 宰 なナ チ

:10 Y R 3 / 2

0 3 m 以 下 の砂 、4 1

m m 以下 の 白色 粒 を 多
量 、<63 m i以 下 の 黒 色

社 、¢ 1mm以 下 の 透 明

粒 を少 量 C級 密

加 曹 利E 3式 :7.5 Y R 4′3

6
中期 後 薬

加 曽 利 E3 式
深 鉢 胴 部

単 姉 縄 文 L R→ 幅 約 3m の 棒 状 工 具 を用 い

た2 本 - 単 位 の沈 線 に よる愚 重 文 、轄 約

4.5m m の 棒 状 工 具 に よる革 沈線 を蛇 行 さ

せ 垂 下 → 患 重 文 間 の地 文 齢 肖
=T 宰 な ナT

¢ lmm以 下 の 砂 を 多

量 、¢1 mm以 下 の 白 色

粒 、黒 色 粒 、透 明 粒 を

-> 蝣 . m m

:2 .5 Y 3 / 1

:10 Y R l .7 / 1

P 1 0 7- 1
後 期 後 菓

曽 谷 式 か
深 鉢

日篇 却

下端 ～胴 部
上 半

口 繰 部 下 端 ーこ幅 広 の 徹 隆起 線 を貼 付 →

社 隆起 線 上をヘ ラ状 工 具 ,I より連 練 刺 突

:パ ケ 状 工 具 に

よる横 位 の 粗

い 引 掻 き

:2.5 Y 4 / 2

¢1 mm以 下 の 砂 、白 色

粒 、黒 色 粒 を多 量 、4,

1 m 以 下 の 透 明 粒 を

微 量 。搬 密
つ

:+ T
: 10 Y R 5′3

2
後 期 復 業

深 鉢

口籍 部 下

半 ～ 胴 部 上

辛

(口繰 部 下 半 )阜 節 用 文 R L→幅 約 2 mmの 棒

状 工 具 による阜 沈 線 を漉 亭 状 に 巡 らす →

口繰 下 端 と区 画 内 は磨 消
(胴 部 上 半 )胴 部 上 端 は ケズ リで段 差 を作

出 → 阜 節 縄 文 R L→ 幅 約2 mm の 棒 状 工 具 で

阜 沈 線 を対 弧 状 に 巡 らす 、胴 部 上 方 に幅

約 2mmの 棒 状 工 具 で単 沈 線 を巡 らす → 沈

線 上 下 方 の 連 続 した 刺 突 、弧 状 の 沈強 の

上 方 の 磨 消

=丁 寧 なナ X 、
:10 Y R 3′1

¢ 1m 以 下 の砂 、白 色

粒 を 多 量 、¢ 1 mm 以 下

の黒 色 粒 、¢3mm 以下

の 赤 色 社 を微 量 。轍
m

曽谷 式 か パ ケ 状 工 具 に

よる 横 方 向 の

調 鼓

:7.5 Y R 3 / 2

3
後 期 後 葉

深 鉢
口軽 部 下 埼

(口繰 部 下半 )単 姉 縄 文 R L→ 幅 約 2mmの 棒

状 工具 で 阜 沈 糠 を巡 らす → 沈 線 区画 内 の

磨 消

(胴部 上 半 )胴 部 上 端 は ケ ズ リで段 差 を作

出→ 阜 節 縄 文 R L→ 幅 約 2mmの 棒 状 工 具 に

=T 畢 なナ チ 、

パ ケ状 工 具 に :10Y R 3/ 2

¢1 mm以 下 の 砂 、白色

粒 を多 量 、¢1 mm以 下

の 黒 色 粒 、¢3mm以 下

曽挙 式 か ～ 胴 部 中 半 よる単 沈 線 で入 組 状 の 文 様 、胴 部 上 方 は

幅 約 2mmの 棒 状 工 具 で阜 沈 線 を巡 らす →

沈 線 の 上 下 方 に 連続 した刺 突 、区画 内 の

磨 消

よる横 方 向の

調 整 、ヘラ状 工

具 によ るミガキ

10Y R 2 / 2 の 赤 色 粒 を微 量 。撤

m

出土土器は中期後葉の加曽利E式をはじめ、後期後葉の安行式が検出されているが、安行式期の

所産が多数を占めている(第6図)0 また、旧石器時代に比定される黒曜石製の縦長剥片が1点出土

している。

さらに、P78は他の土坑と比較して、動物骨が多く検出されており、その大半が被熟している。
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17.5YR2/2黒褐色(しまりやや覇・粘性弱、口-ム粒権小を微量・炭化物粒棲小を権微量含有)
27.5YR2/2黒褐色(しまり中・粘性中、ローム粒小を少量・炭化物抱擁小を捷微量含有)
37.5YR3/2黒褐色(しまり申・粘性中、ローム粒種小一中を中量・焼土地権小を捷微量含育)
47.5YR3/3暗褐色(しまりやや強.粘性やや強、ローム粒極小を少量・ロ-ムブロック大一権大を
多量・焼土粒棲小を権廿量. 炭化物粒極小を棲微量含有)
67.5YR3/3暗褐色(しまりやや強・粘性やや乱4層より口-ム杜少ない)

第8図溝状遺構の一部拡大と出土土師器の接合関係

いずれも小片なため動物種の特定には至らないものの、これまでに少なくともクロダイ属の前上顎

骨を1点同定した。土壌のフローテーションと同定作業は現在も継続中であり今後更なる種の同定

と追加が見込まれるP78の所属時期は、遺物の出土傾向から他の土坑と同様に後期後菓段階に属

する可能性が高い。(井出浩正・大網信良)

I?溝状遺構

幅2.74mの溝状遺構は、調査区の北西端から南東方向へ向かって長さ約5.66mにわたり、弧状に

めぐる(第8図)0前回の第2次調査では、遺構の立ち上がりと断面形態の把握を目的として南北方

向にトレンチ1を、全体の形態把握のために東西方向にトレンチ2を設定し、調査した。その結果、

縄文時代よりも新しい遺構である可能性が浮上した。ただ2本のトレンチから出土した遺物の大多
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数が縄文時代後期から晩期の土器片であり、遺構の時期判断は

今次の調査に持ち越された。

第3次調査では、トレンチ1を拡張して断面形態と土層の堆

積状況を確認した後、確認された5層を基準として各層ごとの

掘り下げを面的におこなった。 遺構確認面からの深さは最も深

い西端で57cm、浅い東端で29cmであった。 また、調査区西端

の断面では5層確認された堆積層が、約5.6m離れた東端では3

層以下の堆積のみが遺存していることが確認され溝状遺構の底

面の標高値は、調査区の西端と東端で約50cmの差があった。

調査区西端から東端にかけては、現在でも緩やかに傾斜してお

り、溝状遺構の堆積状況と底面の高低差は、当時も同様の地形

であったことを示唆している。

出土遣物は、ほとんどが縄文時代の土器だが、この遺構が縄

文時代以降に帰属するものである可能性を示す遺物が1個体出

土している(第9図)0 ほぼ完形に復元されたこの土師器の杯

は、口径13.2cm、器高6.0cmで、底部に3本の条線が施されて

73

1 0cm
1　　　　　　　　　　　　　　1

第9図　溝状遺構出土土師器

いるのが特徴的である。 杯は完形で出土したのではなく、破片

はc-it、C-lsグリッドの範囲で出土した。 出土層位は2層の中でも下の方で、底面から24cmほ

ど浮いた位置だが、比較的まとまっており、割れた状態で一括廃棄されたか、または廃棄された際

に壊れたものと思われる。 器形から、古墳時代中期後半から後期のものと考えられる。 なお、明ら

かに古墳時代の遺物と判断されるものは、調査区全体でみても数点のみであり、この土師器の杯を

除けばすべて小破片である。 (菊地有希子)

(彰溝状遺構出土の縄文土器

今回の調査で検出された溝状遺構からは、縄文時代早期、中期～晩期にわたる縄文土器が出土し

た。今回報告する縄文土器は48点である(第4-6表、第10-12図)0 早期は条痕文系土器が出土

しており、胎土に繊維を含むもの、含まないものがみられる。 中期は初頭の五領ケ台式が少数出土

し、後葉の加曽利E式、いわゆる連孤文土器、後某併行期が出土しているが、なかでも加曽利E3式

期以降の破片が多出している。 後期は後葉段階まで僅少であり、曽谷式が少量、安行式が多量に出

土している。この傾向は前年度までの調査成果と同様である。 晩期は前葉の安行3a式-末葉の千網

式まで検出された。 安行式および姥山式が数量的に買立つ。 遺物は微小破片を除いて、遣り方測量、

及び光波測距儀によってドット上げを行い、計1746点にのぼる。 一方、時期別の分布をみると、晩

期の土器が全体の67%を占め、次いで後期、中期、早期の順となる。
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平面分布では、

C-1m、S、tに濃

密な分布がみられ、

これらのグリッドに

隣接する溝状遺構の

南側のC-ln、oに

おいても、晩期の土

器が集中して散布し

ている状況が確認さ

れている。これは、

後述する縄文時代晩

期の住居跡推定の遺

構を破壊して溝状遣

・」」三三

二∴∴-∵　　∴

＼
八
。

-

ノ

-

ノ

・

-

10cm

第12図　溝状遺構出土の縄文土器(3) (縮尺1/3)

構が構築されたと考

えるのが妥当であろう。

一方、多数を占める縄文時代の遺物は、

2005年度のトレンチ調査時の出土遣物でも

すでに認められていたように、縄文時代中

期から晩期のものがあり、なかでも縄文後

期後葉の安行式期から晩期の土器群が多数

を占めていた。 溝状遺構から出土した縄文

土器について、グリッド別の土器破片数お

よび時期別の出土傾向を示すと第3表のよ

うになる。なお、表に掲げた破片数は、型

式学的に時期判定が可能な破片を抽出して

第3表溝状遺構出土遺物のグリッド別出土数(縄文

土器のみ)

グ リッ ド 早 期 中 期 後 期 晩 期 it

C -lg 0 0 2 8 10

C -l l 1 ll 2 2 3 3 7

C -lm 4 1 0 ll 9 1 16

C - n 1 7 3 2 5 36

C - lq 1 2 0 3 6

C -lr 5 7 7 5 2 7 1

C -ls 2 2 6 2 4 9 7 14 9

C -It 1 1 7 2 1 5 5 94

C - lw 0 0 0 1 1

C - lx 0 l l s 4 8 67

C - ly 1 3 8 8 30

サ ブ トレ 2 2 20 1 0 4 6 s

t + 8 1 14 9 6 4 67 6 9 5

おり、出土総数ではない。

第3表によれば、今次調査における当該遺構からは早期、中期、後期、晩期の資料が検出されて

おり、特に晩期土器片が全体の約7割を占めていることが分かる。 また、当該遺構の中でも、特に

C-lm、S、tからの出土遺物量が多く、これらに占める晩期土器片も極めて多いことが分かる。 こ

の点から、当該遺構南側に切られる形で残存する遺構との強い関係が窺える。 現段階では、これは

形状や規模、そして出土遺物から縄文時代晩期の住居跡と想定される。 (井手浩正・中門亮太)
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第4表　溝状遺構出土の構文土器(1)
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図版 グリッド
時期

土巻型式
尊形

部位

ォ# s
文様の地文工程ほか

蕃面L-整

(外面)

(内面)

色調

(外面)

(内面)

胎土 備考

1 C-1r
早期後集

魚痕文系
深鉢 ロ後部 口唇に幅約5mmの棒状エ具による刻み

:条痕

:条痕

10YR2/2

10YR5/4

¢2mm以下の石英

粒を多量e経世

2 c一一y
早期社業

条痕文系
深鉢 白縁部

口唇に幅約3mmの棒状工具による刻み、 .

口絵下部に断面三角形の隆起線を横位に

巡らせる

=粂痕

:免疫

7.5YR5′6

10YR6′6

繊社を少量、¢0.5

mm以下の石英粒、

ゥ0.1mm以下の白
色粒子0轍密

3 C-1n
早期を菓

条痕文系
深鉢 ロ軽部 無文

」X

:条痕

10YR3/3

10YR5′4

¢0.5mm以下の石
英粒を少量。轍碑

4 C-1r
早期後集

魚痕文系
深鉢 ロ権部

口綾部は暗約6mmの平行沈線でrX j字状

の文様を描き、交点に円形の刺突、口唇に
幅約3mm の棒状工具を用いた連続する刻み

目

蝣*一蝣? 10YR5′3

繊維を少量、¢2

m 以下の砂、0 05

ミリ以下の石英社
を含む0轍密

-強めのナ丁 7.5YR5/6

5 C-1x
中期初頭

五領ケ台式
深鉢 胴部

断面半円形の隆帯を貼付→隆帯上に暗約

2mmの棒状工具を用いた沈線を沿わせ、娃

帯下に同様の工具を用いた交互刺乗を施す

こミガキ

こミガキ

5YR4/8

5YR5′6

¢0.1IM 以下の雲

母片、0 3mn以下

の煉土粒を含む。

扱密

6
C-1

中期後業

深鉢 胴部
撚糸L→特約2mm の棒状工具を用いた2本

=縦方向のナ

丁 10YR3′1 ¢O.Ira 以下の白
0-1m 加管制E戎

前半

の沈捜.こよる懸垂文 :縦方向のケ

ズリ、ナデ
10YR5/4 色粒を含む。銀密

7 C-1

中期後美

加管制E式

前半

深鉢 胴部

幅約6mmの棒状工具を用いた沈線を横位に

巡らせる→同様の工具による交互剣突を2

段巡らせる→草野縄文RL
こナデ

10YR5′6 ¢1m 以下の石英

粒を少量。撤密10YR6′4

8 C-1t

中期後業

加曽利E3

式

深鉢 P サSB
断面半円形の隆帯貼り付けによL)、曲線的 i-T 10YR7′4

¢0.1…以下の白

色粒を少量、4,1
な区画→区画内に単節縄文R Lを充填 :ナチ 10YR7/4 mrn以下の石英粒を

ォ* .サォ

9 C-Is

中期後集

加甘利E3

式

深鉢 胴部
単肺縄文R L→断面三角形の睦帯を渦巻き

状に貼付

:+ T

こナチ

7.5YR5′8

10YR5/6

A O.Im 以下の石

英粒、白色粒。権

ffi

10 C-1r

中期後美

加曽利E串

式

漂鉢 n t*ォ?
単肺縄文R L→格約 の棒状工具を用い

た太い沈線を口絵に沿って巡らせる

.丁寧なナチ 7.5YR6′8 0 1> 以下の砂を

含む。撤密=T 畢なナデ 10YR6′8

ll C一1S

中期後集

加曽利E 3

式 1

深鉢 胴部

単姉縄文RLを横位.=施文→幅約7mm棒状

工具による沈糠を2本垂下→沈捜間の磨消、

同様の工具による蛇行沈線

:沈線間にT

宰なナデ

こナチ、ミガキ

10YR6′6

10YR6/4

¢0.1mm以下の雲

母片を微量0鞍密

12 c-it
中期復業

深鉢 胴部
撚糸L→幅約4m mの棒状工具による3本- .ナチ 10YR6′4

¢1mm以下の石英

連弧文 単位の連孤文→(連孤文間は地文のつぶれ) :丁寧なナチ 5YR4′4
粒、砂、0 5mm以

下の煉土地e撒密

13 C-1r 後XEI前葉 深鉢 口練部
口簸上方に轍隆起線を横位に巡らせる→2

本の社隆起線を垂下
10YR6′4

10YR6′4

0 0.1m 以下の霊

母片を少量、¢2

mm以下の砂0鞍密

ー4 C-1s
後期前葉

堀之内式
深鉢 胴部

幅約12mmの5本単位の細状工具を用いた

* *g
10YR3′2

0 0.1m 以下の石

英軌、白色杜。敢

ffi
10YR3′4

15 C-1s
後期後集

深鉢 胴部

現部は「く」の字状に括れ、虚に轄約3mmの

棒状工具.=よる連鏡する横位の刺乗が巡る こケズリ、ミガキ
ー0YR5′4

¢1mm以下の石英

曽谷式 胴 は 3mm の棒状工 用いた2 の = 方向のT 10YR5′4 、白色粒子、
沈線を横位に巡らせ区画し、文様を措く→沈

線間は阜姉縄文RLを充境

畢なナデ 母片0轍密

16 C-ln
後期後集

安行1式
深鉢 a t& a

肥厚するE]繰上埠や徽隆起線上に単節縄 こミガキ
1OYR4/6

10YR4′6

¢0.1mm以下の白

文RL→貼り癌→口縁下端や徹隆起線の両

脇に幅約2mmの棒状工具を用いた沈線

=横方向のT

串なナデ

色艶、雲母片。轍

密

17 C-1t
後期後集

深鉢 白縁部

草野縄文LR→ロ漫上端に粘土粒貼付→ロ :ケズリ
5YR4/4

¢2mm以下の砂、

安行1式 簸下 を虐消→轄約5mm の棒状工具を用い こ 方向の丁 7.5YR4′6 ¢0.1ran以下の婁
た沈線で窓枠状の区画 宰なナチ 母片e織密
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第5表　溝状遺構出土の縄文土器(2)

図版 グ リッド
時 期

土器 型 式
器 形

部位

残拝 度
文様 の 施文 エ 掛 まか

昔 m a 書

(外 面)

(内 面)

色別

(外面 )

(内面 )

胎 土 備 考

18 C -1n
後期 後 薫

安行 1 式
深林 口縁 申

肥 厚す る口軽 上 端や 徴 隆起 線上 に 単 肺縄

文 RL→ 貼 り癖→ 徽 隆起 線 の両 端 や磨 消 却
:i-9

:横 方 向 のT
宰なナ チ

1OY R 6/4

5Y R 5′6

¢0.1mm以下 の 異

母 片を 多量 に含

む 。鞍密
に幅 約 2m m の棒 状 工具 を用 いた洗 練を巡 ら

せ る

19 C- 1t
後期 後集

深鉢 D ォ サ

革帯 縄 文 R L→ 樽 約2m m の棒 状工 具 を用 い

た窓 枠状 の 文様 を2段施 す 。内 面 は同 様 の :ミガ キ 7.5Y R4 ,′3

¢0.1mm以下 の 白

色 粒を 多量 、0 0.1

安行 2式 工具 を用 いた2本 の沈 線 が ロ唇を巡 る

口練 は スリットを有す る

:ミガ キ 5Y R2/3 mm以 下の 石 英粒 を

微 量 。撤 密

20 C- 1s 深鉢 口能 都

ロ繰 上 下に 単節 縄 文R Lの 帯縄 文→ 帯 縄 文

間に ミガ キを施 し、暗約 4m m の 棒状 工 具を

用い た沈 線を横位 に 数本 巡 らせ る

10Y R6′4 e IM I以 下 の雪

片 、¢3mmの 煉土

社 。JB 宙

後 期 後薫

安 行2 式

:ミガキ

:T 宰 なナチ
10Y R3/3

~ 5/6

21 C - lr
後 期後 集

深 鉢 a m m

単 姉 縄 文R L→楕 円 形の 粘 土社 を貼付 + 幅

約 3m m の 棒 状工 具を用 いた 2本 の 沈線 胴 部

は断 面月 平 な権 a Jこよる区画 → 隆線 上 に
=ミガキ

:横 方 向の ミガ
キ

10Y R6/6

10Y R5′4

¢0.1mm以 下 の 石

英粒 、白色粒 0 轍

密
安 行2 式 単 肺 縄文 RL→ 隆 帯脇 や 単独 に 、同様 の棒

状 工 具 による沈線 で文 様 を描 く→ 豚 鼻状 の

貼 付

2 2 C -1s
後 期社 業

深 鉢 ロ綾 部

口軽 上端 に革 帯 縄文 R L → 断面 扇 平の 細 い

陸 線 を貼 付 による区 画 + 隆 線上 にヘ ラ状 エ こミガキ 5YR 5′8
0 1mm以 下 の 白色

鞄 、チヤl ト粒 を微

量 0轍 密
安 行2式 具 を用い た刻 み→ 口縁 下 蛸 、及び 陛捜 脇 に

暗 約 2m m の棒 状 工具 を用い た沈 魚
:T 革な ナチ 10Y R4/6

23 C -1s

後 " 晩 期

安行 2.}

38式

深 林 ロ 縁都

口絵 上端 、下方 .=早 野 構 文R L→ 断面 E 平

の 粘 土紐 貼付 、粘 土紐 上 にヘ ラ状 工具 を用

いた 刻み を充填 → 口軽 下 端 や微 睡点 線 の
.ミガキ 7.5Y R3/3

¢2mm以 下の 赤 色

粒を少 量 ¢0.5mm
両 脇 に幅 約4m m の 権 状工 具を用 いた 沈線

→ 同様 の 沈線 で曲 線 的な文 様 → E] 繰 部 に
同 様 の工 具を用 いた押 圧 を有す る縦長 の 貼

り癖 、その 下 に豚 鼻状 の貼 付

こミガキ 5YR 3/6 以下 の 白色 粒 0 抱

s

24 C -l 後期 前 葉
深 鉢

=粗 製
n ォ S

口 絵部 に粘 土 牡貼 付 ll+粘 土 社 に押 圧を施

すl→阜 姉 縄文 LR→ 幅 約2m m の棒 状工 具 に

よる横 位 区画 、同様 の 工具 に よる斜 位 の集

線

同様 の 工具 に よる沈線 を口端 、内 面に 施す

:丁 畢な ナT
2.5Y R4′6

2.5Y R4/6

¢0.1mm以 下の 雲

母片 、白色 粒 子 を
多量 .=含 む 。鞍

B .

25 C -1x 後期 中 葉
深 鉢

=粗製
n ji ffl

口繰 上 矧 こ粘 土紐 の 貼付 + 爪形 状 の連 続

する剣 突

:-)-=? 5YR 4′6

7.SY R4′2

¢ 1nm以 下の 雲 母

片、<l>2m 以下 の

砂 を多 量 0粗 密 0
:ナT か

26 C -lt 後 期 中葉
深 鉢

=粗製
口絵 部

肥厚 す るロ権 上 方に幅 約 5m m の 平 行沈 線

を構 位 に放 条 巡らせ る
:横 方 向の ナ

丁

10YR 3′1

10YR 6′6

¢0.1nn以 下 の石

英粒 、雲母 片 を少

量、(4 3mm 以下 の

砂 、¢1mm 以下 の

白色 粒 。轍 密 。

27 C- 1m
晩 期 前葉

安 行 38式

深 鉢

=波状 1
ロ能 都

波頂 鰍 こ二 股 の突 起を作 出 し、突起 上 に暗

約4m m の棒 状 工具 による 刻み →革 帯 縄 文L

R → 突起 下 に粘 土粒 を貼 付 + 同 様 の工 具を

用い た沈 線.→ロ権 に同様 の 工 具を用 いた2

本の 沈 線

蝣J-T

:横 方 向の ケ
ズ リに近 いナ

丁

10YR 6′4

10YR 6/4

¢0.5m 以 下 の雲

母 片 。抜密

28 0- 1
晩 期前 葉 深鉢

D lt ffi

暗 約 3m m の 棒 状工 具を用 い た沈線 で 口権 を

巡らせ 、同様 の 工具 による 円文 + ひ し形 の

文様
こ丁 寧な ナチ 10YR 5′4 0 1mm以 下の 白 色

掩 0 12 =波状 波頂 都 に粘 土を貼 付 、内面 に 同様 の工 具 を

用 い た沈 線

=T 宰な ナチ 1OYR 6/6 粒 、雲 母 片。撤 密

29 C-1s
晩 期前 葉

糖 0 ,2 式
東鉢 口籍 細

暗 約 3m m の 棒状 工 具を用 いた 沈線 を口権 上

方 及 び下 輔 に巡 らせ 区 画 し、同様 の 沈線 で

弧 線 文 や 円文

:S # *

:丁 宰なナ テ

2.5Y R4′8

2.5Y R5/8

4>1mm以下 の 雲母

片、砂 。推 せ

30 C-1s
晩 期前 葉

姥 山2 式
深鉢 ロ能 都

特 約 の 棒状 工 具を用 いた 沈線 に よる 棒

状 文 .

:ケズ リ

=丁 寧な ナチ

10YR 3′1

10YR 3′3

0 0.1mm以 下 の石
英粒 、雲母 片 。撤

密

31 C -1g

晩 期前 葉

JォUU2 ~ 3

式

深 鉢 E] 経 細

口簸 上端 は 格 約8m m の 棒 状工 具 を用い た

列 点 =ケズ リ 10YR 3′1

蝣4 1m 以 下の 石 英

粒 を多 量 、¢1mm

口縁 下部 は 同様 の 工具 を用 いた太 め の 沈

線 で文 様 を描 く

こナチ 10YR 4′2 以下 の 赤色 粒 。撤

ffi

32 0 -1 晩 期前 葉 深 鉢 か ロ綾 部

肥 厚 す多 口繰 下端 に暗 約 5m m の 棒状 工 具

を用 いた横 位 の沈 線 → 羊蹄 縄 文 R L→ 口唇

に 粘 土紐 の貼 付 .=よる B 突起

=ミガキ

=T 宰なナ T 、
ミガキ

5YR 3/2

2.5Y R4′6

¢ 1mm以 下の 砂 、

白色 粒 を多量 、¢

0.1mm以 下 の異 母

片を少 量 。敢 密

広 口壷の 可能 性

あり



千葉県印旗郡印旗村戸ノ内貝塚第3次発掘調査概報

第6表　溝状遺構出土の縄文土器(3)
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図版 グリッド
時期

土器型式
m m

部呼

残存鹿
文様の施文工程ほか

券面加重

(外面)

(内面)

色的

(外面)

(内面)

胎土 備考

33 C-1s

晩期前葉

K UJ2- 3

式

深鉢

:波状
a サu

草野縄文RL.→粘土粒貼り付けによる貼り

癖→貼り癖の上下に暗約3mm の棒状工具を

用いた沈線→同様の工具でrの」の字状文

糧

∵ナデ、ミガキ

こミガキ

10YR6/4

7.5YR4/6

¢0.1Him以下の白

色粒子を少量。轍

$

34 C-ll
晩期前～

中葉
鉢か n ォs

波頂鰍 こは粘土紐の貼付と陰刻による三叉

状の文様を施し、.口権に沿って轄約4mm の

棒状工具を用いた洗練が巡る0口軽下方に

同様の工具を用いた沈捜、沈線下.=同様の

工具で剣突列
波頂には粘土紐を貼付、円形の押圧、内面

は陰刻による三叉状の文様

:T 宰なナチ、

ミガキ

10YR7′4

10YR6′4

¢1mm以下の石英

粒を微量、<t>inn

以下の雲母片、

砂。轍密

車の可能性あり

35
C-1m

晩期前葉
深鉢

口絵都

口端に短い粘土紐を弧状に貼付+ 暗約

5m mの棒状工具を用いた1本の沈線
波頂部は粘土紐を巻きつけた突起→内面.ま

、

:ミガキ 2.5YR5/6
¢Inn以下の砂を

少量、¢0.1mm以下

C-1n SJIU2~ 3

式

=波状 同様の工具を用した1本の沈線、突起上に

は円形の刺突

胴部は単姉縄文LR →同様の工具を用いた

沈線による文様

.横方向のT

宰なナチ

~ 4.'4

10YR2/1

の白色軌、雲母

片。細密

36 C-1s 晩期 se 鞍部
特約4mmの棒状工具を用いた沈線、つまみ こミガキ 10YR2′1 ¢Inn以下の石

上げで作出した突起によるエ字文 ニケズリ 7.5YR6′3 社、白色粒。辞せ

37 C-1t 後～晩期

サ

a tiS
幅約1mmの棒状工具を用いた3本の弧状の

沈線

.ナチ
10YR5/2

′- 3/1
10YR5/2

0 0.1mm以下の白

色粒、養母片0轍

サチユア
蝣t =r

38 C-1m
晩期中葉

深鉢 胴部
革肝縄文LR→幡約6mm の棒状工具を用い こミガキ 10YR3′1

¢0.5mm以下の石

英粒、雲母片、白

前浦式 た沈線によるrの」の字状文様 .ケズリ 7.5YR4′4 色社子を多量。蝕

」

39 c-u 晩期 注ロ 注ロ都

幅約3mmの棒状工具を用いた沈線で注I]

の貼り付け部を押さえる→注口和の周りに

同様の工具を用いた刺突を巡らせる

:ナチ、ミガキ

ニナチ

5YR6′8

10YR5/3

¢Irani以下の石英

粒を少量。拝辞

40 C-1t
晩期前葉

浅鉢 胴部
粘土を錯状に貼付I.貼付上部に革帯縄文L :ミガキ 10YR3′2 ¢1mm以下の白色

安行38式 R + 幅約4m mの棒状工具を用いた刻み + =f 10YR3′3 粒。轍密

41 C-1n 不明 不明 把手 幅約1cmの粘土紙による環状の把手
こミガキ

こナチ

10YR5′4

10YR2′1

<4 1rサn以下の石英

粒、砂。枚密

赤色顔料

付着

42 C-lt
晩期安行

紐線文

深鉢

=粗製
P K B

ロ簿上場に粘土紐を貼付+ 右方向から連

続押圧→賭約2mm の棒状工具を用いた沈

線で区画→区画rォiを磨消

=横位のナチ、

B ffi lM のミガ

キ

:丁寧なナデ、

一部ミガキ

7.5YR6/6

5YR6′8

¢0.1mm以下の白

色粒 震母片0線

m

43 cー1-
晩期安行

杜絶文

深鉢

:S S
Q S 8B

口繰上端に粘j=紐を貼付+ 右方向から連

練押圧。胴部は横位から斜位の集線文.→幅

約2mmの棒状工具を用いた沈線文

=口繰上蝿ミガ

辛

=横方向の丁
卑なナデ

10YR2/1

10YR6/4

~ 2/2

ォ0m 以下の雪

母片0撤密

44 C-1s
晩期前葉

姥山式

深鉢

=粗製
ロ織

晴約2mm の棒状工具を用いた弧状の集線

:T 卑なナチ

:強めのナチ

10YR4/3

10YR5/3

0 1mm以下の石英

粒、チヤl ト租を少

量、6 0.trRm以下の

霊母片を多量。練

磨

口唇やや肥L事

45
Cll 晩期末葉

千網

深鉢
P * 3 折り返しにより、口籍部に段を作出→撚糸R

:T 宰なナチ

:ケズリ

7.5YR5/6 0 1m 以下の砂を

少量含。抱密C-1r =粗製 ー0YR6/4

46

C-1m

Cー1r

cー1S

中期 深鉢 底部 無文
こケズリ、ナチ

ニケズリ

5YR4/4~

4/8

7.5YR3′2

¢1m 以下の石英

粒、砂、¢0.5mm以

下の雲母片を多

量。蝕密

47 C-1s 後～晩期 台付鉢

断面黒平の陰線+ 虚に幅約3mm の棒状工

具を用いた沈棲→同様の工具で連載する弧

状の文様、文様内に列点文

+ 9

こナチ、ケズリ

10YR7/4

10YR4/2

(60.5mm以下の石

英粒を社量、¢1

mm以下の赤色粒
子、白色粒。繊密

歩合部分

48
0-1n

0-1r
後" 晩期 浅鉢

全体の

約1/ 3

残存

ケズリによる券面調盤が培められる
ニケズリ

:丁宰なナチ

10YR2′3

10YR3/4

¢1mm以下の石英

粒、白色粒を多

量、歩0.1ram以下の

雲母片を少量。鞍

ォ
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④第3次調査で検出された石器

第3次調査で検出された石器・石製品は微細な剥片まで含めると、総計141点である。本稿では紙

面の都合上、溝状遺構出土資料を中心に5点掲載した。

1は旧石器時代に比定される縦長剥片である。正面・裏面ともに一部に磯面が見られ、磯面に近い

剥片と思われる。正面において左右・上下方向から入念に調整を行ったうえで剥離している。正面

. 二二‥_ ∴

0

　

甘

二二Il I

=m

∴二 4・5

第13図　第3次調査出土の石器・石製晶(1・2の縮尺は1!1、 3-6は1/2)
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第7表　第3次調査出土の石器・石製晶

N o . 器 種 出 土 地 石 材
法皇

備 考
長 さ 幅 厚 さ 重 量

1 縦 長 剥 片 P78 黒 曜 石 45m m 3 7 m m l l m m 16 .6 e 末 端 欠 損

2 石 鍍
溝 状 遺 構

0-1 t
チ ヤI ト . 14 m m 14 mm 3 m m 0 . 5 g 完 形 、 凹基 無 量

3 石 棒
溝 状遺 構

C- 1t
粘 板 岩 79m m 2 3 m m 2 r.m 5 . 3g 節 理 面 に沿 っ て 欠損

4 砥 石 か
溝 状 遺 構

iC- ln l
砂 岩 78m m 5 0 m m 2 2 m m 蝣 93 5音 下 半 部 欠 損

5 砥 石 か C-1 n 砂 岩 4 3m m 4 0 m m 1 8 m m ーt> O c 4と 接 合

6 鼓 石
溝 状 遺 構

(0- 1 s )
頁 岩 5 8m m 2 3 m m 9 mm 1 9 . < 上 下 の 端 部 に 寂 打

下半部は光沢がなく、同一剥離面でも

光沢がある部分とない部分が存在す

る。2は凹基無茎石鉄である。 全体的

に正三角形に近い形態で、断面はレン

ズ状を呈する。 なお、図示してないが、

玉髄製の有茎石鉄も1点出土してい

・i>,-

3は後期に比定される石棒である。

81

第14図　剥片類の石材別使用状況

約2mmの厚さで節理面に沿って板状に

欠損している。 頭部の上・下部に沈線状の陰刻が2本ずつ施されている。 表面はよく磨かれており、

特に下半部では擦痕が顕著に認められるo先端部には蔽打痕も見られるが、これは研磨の前段階の

ものと考えられる。 4と5は同一個体の接合資料である。 正面・裏面ともに研磨面が存在しているこ

とから砥石と判断した。 残存部位から隅丸方形に近い形態が予想されるが、中央部付近から左側が

すぼまるように狭くなる不規則な形態であるo裏面は若干赤みを帯びており、正面に比べ、所々表

面が剥げ(トーン貼付部分)、ざらついている。 ただし、正面下半部には1箇所凹みが見られ、石斧

など砥石以外の用途も考えられる。 6は、上下の端部に蔽打痕があることから蔽石とみなした。

最後に石材について概略する。 遣物全体では黒曜石・チャートが40点と最も多く、他に、緑泥片

岩、頁岩や玉髄などの石材が使用されている。 剥片類(剥片石器・剥片のほか砕片も含む)を石材

別に見ても、黒曜石とチャートが主体的に用いられている(第14図)。

今回出土した資料のうち、有茎石鉄や石棒に限れば、戸ノ内貝塚の中心的な時期と大きな相違の

ない結果が出ている。 今後も、来期調査予定である住居跡推定遺構の出土遺物を中心に継続的に分

析を行いたい。 (新海達也)
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4. 第3次調査の成果と課題

①成果

【溝状遺構】

今次の戸ノ内貝塚調査の大きな成果の一つと位置づけられる。第2次調査段階では遺構の立ち上

がりの一部と遺構全体の確認にとどまっていたが、今次調査によって、溝状遺構のほぼ全容を捉え

ることができた。それらについては既述の通りであるが、当該遺構が周溝の一部であり、出土遺物

から古墳時代中期から後期に位置づけられることが判明した。今後は遺構内から検出された多数の

土坑と当該遺構との関連性の解明や、既に削平されたと考えられる墳丘の形状、規模や容積等を検

討したい。また、2007年度以降も引き続き、発掘区における同時併存した他の遺構の検出を併行さ

せてゆく予定である。

【土坑】

土坑は今次の調査によって、新たに約100基を確認することができ、第2次調査時の確認・発掘し

た土坑を合わせると174基を数えた。そのうち今次は8基の発掘調査を行った。これらのうち、今報

告ではP2、PIOl、P56、P107、P78を取り上げた。これらは今次調査によって発掘が行われた他の

土坑の様相をよく示しており、また第1次、第2次調査の発掘成果と概ね歩を一にするといえる。

これまで本学が発掘調査を進めてきた発掘区には、多くの土坑群が埋蔵されていることが判明し、

それらの多くは中期後葉段階の加曽利E式期と後期後菓段階の安行式期の所産である可能性が高い

と推察される。特に、本稿で取り上げたP78のような最大径が100cm内外で底面までの深さが

200cmを超える土坑は、発掘調査以外に少なくとも数基の埋蔵を確認している。これらの土坑を含

め、2007年度発掘調査によって、かかる土坑群の分布と戸ノ内貝塚における機能、さらには印旗沼

北岸城における戸ノ内貝塚のあり方について解明を進めてゆく必要がある。

【住居跡推定遺構】

当該遺構は、溝状遺構に南接し遺構の約3分の1強が溝状遺構の構築によって破壊されている○第

2次調査においては確認には至らなかったが、今次の発掘調査によって新たに埋蔵を確認することが

できた。
遺構規模は現段階では長径が約6m、短径が5mの楕円形を呈する。今次調査では当該遺構

に伴うと考えられる明確な炉跡は検出されていないが、遺構全面に焼土と焼骨を含む微細な動物遺

存体の破片が分布している。

当該遺構の帰属時期は、遺構確認段階から縄文時代晩期相当の遺物が多く検出されていること、

同様に、溝状遺構出土遺物のうち、当該遺構に接するグリッドから縄文時代晩期相当の土器の出土

が突出していることなどを考慮すれば、縄文時代晩期に属する住居跡の可能性が高いと考えられる。

仮に晩期の住居跡ということになれば、戸ノ内貝塚の過去の調査事例からみても当該期の遺構の検

出は初出ということとなり、戸ノ内貝塚を含む印播沼北岸城の縄文時代晩期の様相解明に踏み込む
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②課題

【土坑の配置とプラン認定】

これまで本学が行ってきた戸ノ内貝塚の発掘区は多数の土坑群が埋蔵されていることが明らかに

なりつつある。土坑群は平面形態や確認時の土色等で大きく縄文時代中期後菓段階と後期後業段階

に比定することができる。それらは実際の発掘調査によって概ね傾向が一致していることからも肯

首される。それらを踏まえた上で中期後葉段階と後期後菓段階にそれぞれ比定される土坑群をまと

めると以下のようになる。

まず、中期後菓段階の土坑群の分布は発掘区東側にややまとまりがあり、かつ、それらが縦列に

分布する傾向が窺える。現段階では発掘区の南側から北側へP2、PIOl、P108、P106、PllO、P113、

P119、P52、P149などが該当する。これらのうち発掘調査をおこなった土坑はP2とPlOlのみでは

あるが、おそらく概ね同時期の所産によると判断される。これらの土坑は平面形が略円形もしくは

不整楕円形を呈し、規模も不均一であるがボーリングステッキでの底面確認等によっても概ね

100cm内外で底面に達する傾向にある。なお、同様の土坑はかつて印旗村史編纂委員会によって行

われた戸ノ内貝塚の発掘調査においても検出されている。土坑からの出土遣物がごく僅少なため所

属時期の特定はなされていないが、類似土坑が当遺跡の他箇所においても存在する可能性がある。

次に、後期後業段階に比定される土坑群は、平面形態、規模から大きく2つに分類することがで

きる○一方は平面形態が略円形ないし崩れた楕円形で、平面の規模が概ね直径30-70cm、底面ま

での深さが160cm-200cm程度のものであり、他方は平面形態が略円形から楕円形で、平面規模は

概ね100-120cm、底面までの深さが200cm以上のものである。断面形は底面から上方へかけ緩や

かに開くものが多いが、第2次調査時に検出されたp35、P45は円柱状を呈し、底面にさらに掘り込

みがなされている。いずれも中期後葉から後期後菓段階の遣物が混在するが、後期安行式期に属す

る土器片が多数出土していることが共通しており、おそらく安行式期を中心とした利用が推測され

る。

ただし、現段階では未だそれらの土坑群の具体的な機能や土坑の配置とプランを特定するには至

っておらず、調査事例を暫時追加しながら検討を続けている2007年度調査において、土坑群のよ

り精赦な発掘調査とともに、プラン配置等の特定を目指すこととしたい。(井出浩正)

おわりに

今回の成果報告で強調したのは、縄文時代後・晩期の遺構群のあり方についてであった。晩期に

属すると考えられる竪穴住居跡、掘立柱建物跡の可能性を秘めた多数の土坑群などが明らかにされ

た。
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残念なことに、それらの後・晩期社会を映す遺構群は、後世の古墳築造により、一部を破壊され

たことが判明した。しかし、異なる時代、時期の遺構の重複は遺跡の宿命であり、むしろそれらの

時期区分と遺構構築の順序を正しく把握することが課題になってきたといえよう。溝状遺構より多

数の縄文後・晩期の土器が検出されたが、それらは本来的に帯状遺構に共伴するのではなく、近接

する竪穴住居跡を破壊した後に覆土に混じって再堆積したことが、混入したわずかな土師器によっ

て証明された。
これは、ある意味では幸いであった。というのも、溝状遺構の時代が決定できない

まま、道路状遺構のような縄文時代の遺構の可能性を残したままで、当時の様相を復元するには多

くの困難が伴うからである。

今回、報告した土坑で注目されるのは、P56、P78、P107のように、深さが2mに達するような深

い土坑である。これらは組み合わされて正方形や、長方形の掘立柱建物を構成する柱穴の可能怪が

大きい。しかし、それならば必要以上に深く掘られた構造上の意味が説明できないし、また覆土中

から大型の土器破片が検出される理由も簡単に説明できない。しかし、当地域の後・晩期遺跡には、

井野長割遺跡や宮内井戸作遺跡などのように、同様の土坑を伴う遺跡が数多く所在するのである。

これらの特殊なありかたも地域社会との関連で考えていく必要がある。来期は晩期と目される竪穴

住居跡の調査に取り掛かりたいと考えている。

紙数の制約上、個々人の御名前を列挙しないが、期間中、ご来跡いただき多々ご教示を賜った

方々に、厚く御礼を申し上げる次第である0(高橋龍三郎)
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